
 

第 38 回北信越国民体育大会 
 

馬術競技実施要項 

 

 

  主 催 (公財)日本体育協会 

      福井県・新潟県・石川県・富山県・長野県 

      福 井 県 教 育 委 員 会・新 潟 県 教 育 委 員 会・石 川 県 教 育 委 員 会 

      富 山 県 教 育 委 員 会・長 野 県 教 育 委 員 会 

       (公財)福井県体育協会・(公財)新潟県体育協会・(公財)石川県体育協会 

      (公財)富山県体育協会・(公財)長野県体育協会 

  共 催 会場地市町・会場地市町教育委員会 

  後 援 スポーツ庁 

  主 管 (公財)福井県体育協会・福井県各競技団体 

 

 



３ 馬術競技 

１ 期 日 

  平成 29年 7月 1日（土）から 2日（日）まで（２日間） 

月 日 競技番号 種 別 競 技 種 目 時  間 

7月 1日

（土） 

第１競技 成年男子 スピード＆ハンディネス競技 8：00～ 8：40 

第２競技 少  年 スピード＆ハンディネス競技 9：10～ 9：50 

第３競技 成年女子 二段階障害飛越競技 10：20～10：50 

第４競技 少  年 団体障害飛越競技 １回戦・２回戦 11：20～12：00 

第５競技 成年男子 セントジョージ賞典馬場馬術競技 15：00～15：50 

第６競技 少  年 ジュニアライダー個人馬場馬術競技 16：00～16：50 

7月 2日

（日） 

第７競技 成年女子 セントジョージ賞典馬場馬術競技 7：00～ 7：50 

第８競技 成年男子 標準障害飛越競技 8：30～ 9：20 

第９競技 成年女子 標準障害飛越競技 10：00～10：30 

第 10競技 少  年 標準障害飛越競技 11：20～12：10 

第 11競技 少    年 団体障害飛越競技 決勝戦 12：40～12：50 

表 彰 式 13：30～ 

 

２ 会 場 

   「福井ホースパーク（県立馬術競技場）」 

     〒910-0047 福井市海老助町 8-1  TEL 0776-27-6036  FAX 0776-27-6038 

 

３ 種別及び参加人員 

種     別 監 督 ＨＭ 選 手 参加県 小 計 合 計 

成年男子 自 馬 競 技 

１ １ 

４ ５ 20 

80 
成年女子 自 馬 競 技 ４ ５ 20 

少  年 
自 馬 競 技 ４ ５ 20 

団体障害競技 ２ ５ 10 

  （注）監督及びホースマネージャーは、選手を兼ねることができる。 

 

４ 競技上の規程及び試合方法 

（１）この競技会は、「日本馬術連盟競技会規程最新版」及び「国体馬術競技規程（第 72 回大会用）」

を適用する。 

（２）申込後は人馬の変更を認めない。なお、申込みと同時に予備馬は全種目（団体障害飛越競技を除

く。）を通じて１県３頭、また、予備選手は種別毎に２名をそれぞれ登録することができる。 

予備馬は、出発以前の事故に限り交代することができるものとし、この場合において、その事故

人馬の申込種目に限る。 

人馬の交代は、監督会議前に診断書を添付のうえ文書をもって申請しなければならない。その出

場の可否は、監督会議で決定する。 

（３）選手は、団体障害飛越競技と自馬競技に重複して出場することができる。団体障害飛越競技は２

名戦で行う。ただし、選手は出場枠内で３名まで登録することができる。 

（４）馬場馬術競技については各県１頭、団体障害飛越競技以外の障害飛越競技については、各県３頭

まで出場できる。 

（５）人、馬とも同一種目に１回だけ出場できる。また、人は自馬競技で一人２種目まで出場できる。



馬は全種目を通じて１頭６種目までとする。 

（６）参加馬は、１県８頭までとする。ただし、内国産馬を１頭以上含めることとし、かつ個人競技種

目に１種目以上エントリーしなければならない。 

（７）参加馬は、退厩日から起算して１年以内に馬伝染病貧血検査を受け、インフルエンザ基礎補強の

２回接種を完了し、翌年から毎年 10 月末日までに補強接種を受けた証明書を持参すること。 

（８）参加選手は、傷害保険に加入していること。 

（９）服装等 

  ア 服装は、日本馬術連盟競技会規程最新版を適用することとし、上衣（上衣を着用しない場合は 

不要）には、所属県名を明記すること。違反したときは出場を認めない。 

  イ 障害飛越競技に出場する競技者は、騎乗する際は必ず防護帽を着用しなければならない。防護

帽を着用しないときは、騎乗を禁ずる。 

  ウ 防護帽は、容易に脱落しないよう恒久的に取り外しができない顎紐がシェル部に３点以上で固

定されたものを正常に使用しなければならない。 

  エ 競技者以外の者が障害馬術練習場で騎乗する場合においても、上記「イ」「ウ」を適用する。 

 

５ 総合成績決定方法 

（１）競技得点 

  ア 第４、第 11 を除く障害飛越競技の各種目に１位 8 点、2 位７点、3 位 6 点、4 位 5 点、5 位 4

点、6位 3点、7位 2点及び 8位 1点の競技得点を与える。また、第 5、第 6、第 7の馬場馬術競

技には１位８点、２位６点、３位４点、４位３点、５位２点の競技得点を与える。 

また、同順位の場合はその順位を共有し、次の順位を欠位とする。なお、得点は次後の順位の

得点を加え、当該県で等分する。 

  イ 自馬競技の得点は各県上位２頭とし、表彰は成績順とする。なお、当該県の残り１頭が８位以

内に入った場合においても、当該順位に係る得点は除外され、次の順位馬の得点は、繰り上がら

ないものとする。 

（２）総合順位 

   （１）アで算定された競技得点の合計により総合順位を決定する。合計点が同一の場合は、優勝 

数の多い県を上位とし、なおかつ同一の場合は、２位の数が多い県、それでも決定しない場合は３ 

位数を比較する。 

 

６ 第 72 回国民体育大会参加人馬の決定方法 

（１）個人競技 

  ア 人馬の出場枠 

    総合順位により、下表のとおり割り当てる。 

区   分 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 合 計 

選 

 

手 

成 年 
男 子 ３ ２ ２ １ １ ９ 

女 子 ２ ２ １ １ １ ７ 

少   年 ３ ２ １ １ １ ８ 

計 ８ ６ ４ ３ ３ 24 

馬   匹 ６ ４ ３ ２ ２ 17 

イ ブロック予選終了後、各県２名の代表者による会議を開催し、各県がアにより獲得した人馬実



数及び第 72 回国民体育大会馬術競技実施要項に基づき、第 72 回国民体育大会への出場種目を、

次のウ、エにより決定する。 

ウ 各種別の各種目の優勝県が、種別毎に出場種目を１種目（障害競技、馬場競技別に）優先的に

指定する。なお、優勝県が優先権を放棄した場合は、当該種目の次順位県に優先権を与える。以

下優先権の放棄があった場合も同様とする。 

  エ 各種目の「北信越ブロック出場基準」数のうち、ウで優先的に指定した以外の種目は、各種別

の順位（５の「総合成績決定方法」に準じて決定する。）により、成年男子、成年女子、少年の

順に各種目の内で、アで割り当てられた出場選手数に２を乗じた数の種目を指定する。次いで第

２位から第５位までの県が順次出場選手数に２を乗じた数の種目を指定する。ただし、ウで優先

的に指定した数は控除する。その後、監督枠とホースマネージャー枠について、第１位の県から

順次１種目ずつ指定する。 

（２）団体障害飛越競技 

  ア トーナメント方式とする。 

  イ 優勝県が国体出場権を得ることとする。 

  ウ 第３位、第４位の決定方法は、準決勝の自馬の成績の上位を第３位とする。 

 

７ 予選方法 

  各県馬術連盟は、この大会に出場する代表者及び代表馬を選出する。 

 

８ 参加得点 

この大会に参加した県に、第 72回国民体育大会の男女総合成績・女子総合成績の参加点 10点が与

えられる。ただし、本大会への出場権を獲得しながらこの権利を放棄したときは、参加点は与えられ

ない。 

 

９ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準 

  総則５に定めるもののほか、次による。 

（１）少年種別に参加するには、中学３年生を含む平成 15 年（2003 年）４月１日以前に生れた者から

平成 11年（1999 年）４月２日以降に生まれた者とする。 

（２）選手は、公益社団法人日本馬術連盟の会員で、騎乗者資格Ｂ級以上の取得者であること。ただし

少年種別に参加する選手で、騎乗者資格Ｂ級以上の資格がない場合は、公益社団法人日本馬術連盟

の会員であることのほか、参加県馬術連盟会長が発行する技能証明書を提出すること。 

（３）参加馬は、公益社団法人日本馬術連盟の登録馬であること。 

（４）馬匹は、参加県を重複して登録することができない。ただし、団体障害飛越競技の対戦相手チー

ムに提供する馬匹を除く。 

（５）監督は、公益財団法人日本体育協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認馬術コーチ、公認馬術

指導員のいずれかの資格を有する者であること。 

 

10 表 彰 

（１）各種別及び各種目の第１位から第３位までに表彰状を授与する。 

（２）総合成績第１位の県にトロフィーを授与する。 

 



 

11 参加申込方法 

（１）所定の Webページ（国民体育大会参加受付窓口）へアクセスし、必要事項を入力の上、所属の県

体育協会を通じて、平成 29年 6月 15日（木）正午までに完了すること。 

（２）交代人馬は申込時に予備登録をすること。（種別毎２名、馬３頭までとする。） 
（３）締切期限以降は所定の Web ページ（国民体育大会参加受付窓口）へアクセスできなくなるので、

締切期限を厳守すること。 

 

12 選手の交代 

参加申込締切後の人馬の交代は、特別の事情（死亡、負傷、疾病、転勤等）がある場合のみ認める。

特別の事情で人馬を交代させる場合は、それを証明する書類を添付し、参加県体育協会を通じて期限

までに下記あて文書で届けなければならない。交代する人馬は、いかなる場合でもあらかじめ参加申

込書に予備登録人馬として記載されていなければならない。所定の手続きに基づき提出された交代届

は、監督会議の議を経て承認される。 

（１）提出期限  監督会議まで 

（２）提 出 先  第 38 回北信越国民体育大会実行委員会事務局 

       〒918-8027福井市福町 3-20 福井県営体育館内 

TEL 0776-34-2719  FAX 0776-34-2742 

 

13 参加上の注意 

（１）出場順は、主管団体で決定する。 

（２）参加馬匹の厩舎は、会場県で準備する。 

（３）参加馬の馬糧は、斡旋しない。 

（４）人馬の事故に対しては応急処置を行うが、主催及び主管者はその責任を負わない。 

（５）馬の入厩期間は 6月 30日（金）から 7月 3日（月）までとする。 

（６）団体障害飛越競技に使用する馬は、各県参加自馬又は団体障害飛越競技として登録した馬のうち

から提供するものとする。 

（７）メディカルカードは各自で記載し、携帯すること。 

 

14 その他 

会議日程 

会議名 日   時 会  場 

監督会議 6月 30 日（金）午後４時 

県立馬術競技場 管理棟２階 

〒910-0047 福井市海老助町 8-1 

TEL 0776-27-6036 
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